
授業改善の工夫 実社会や日常生活との関わりを見いださせるための工夫 

 

中学校理科 第３学年 『生命の連続性』 

単元名 「遺伝の規則性」 

単元のねらい 

 交配実験の結果などに基づいて，親の形質が子に伝わるときの規則性を見

出す。特に，染色体にある遺伝子を介して，「親から子へ形質が規則的に伝え

られること」「遺伝子本体が DNAであること」「遺伝や遺伝子に関する研究成

果が日常生活や社会の様々な分野で活用されていること」について認識を深

める。 

単元の流れ 

「遺伝の規則性」（総時数 ９時間） 

第１次：遺伝の規則性（４時間） 

第２次：遺伝子や DNAに関する研究成果の活用（５時間） 

 

○ 評価規準の例 

 

 

 

 

 

○ 生徒に示す単元の課題 

遺伝の規則性や遺伝子に関することは生活の中でどのように役立てられているのか？ 

 

○ 単元を通した学習過程 

・第１次「遺伝の規則性」（４時間） 

第
１
時 

課
題
把
握
（
発
見
） 

・ ピーターコーンの粒を見て，気付くことを発表する。  

 → 異なる色（黄色と白色）の粒が存在していることに気付く。 

  

 

 

【この学習段階における教師からの質問】 

「ピーターコーンの種子はすべて黄色なのに，できる果実に白い粒が混じるのはなぜ

だろうか。」 

第
２
時 

 
 
 

第
３
時 

課
題
探
究 

・ ピーターコーンの黄色と白色の粒の数をそれぞれ数え，出現比にはどのような特徴

があるかを考察する。→「メンデルの法則」（３：１の規則性）を導出する。 

・ メンデルの実験を紹介し，純系どうしを掛け合わせたできた個体の特徴をまとめさ

せ，遺伝の仕組みを理解できるようにする。 

 → さらに，純系どうしのかけ合わせでできた個体どうしを自家受粉した時の遺伝の

流れを「分離の法則」を基に予測する。※ 遺伝子モデルを活用した話合い活動の実

施 

 

・遺伝子モデルを利用した実習を行い，遺伝の規則性が妥当なものであるか検討する。 

 ピーターコーンの種子を提示し，そのすべての色が黄色であることを確認する。

そのうえで，粒の色に違いがある理由を予測する活動を実施する。 



 

・ 第２次「遺伝子や DNAに関する研究成果の活用」（５時間） 

第
５
時 

 
 

 
 
 
 

第
６
時 

課
題
把
握
（
発
見
） 

 

 

 

 

→ 「遺伝子組み換え技術」がどのような技術かわからなければ，どの納豆を購入すべき

か判断することができないという経験を通じ，遺伝子や DNAに関する研究成果の活用

について学習する意義や有用性を実感できるようにする。 

※ 第２次終末で，学習内容の観点からどれを購入するか，再度判断する機会を設ける。 

 

・ 身近なものから DNAが取り出せることを経験することで，日常生活や社会の中で「ど

のような分野で」「どのように」活用できるかについて予想をする。 

→ ブロッコリーを使用した DNA抽出実験を実施する。 

 

 

第
７
時 

 
 
 
   

 

第
８
時 

課
題
探
究 

・ DNAのつくりと遺伝子の働きについて理解する。 

→ 「遺伝子組み換え」や「突然変異」による形質の変化について紹介し，生物の形質が

決定する仕組みに気づくことができるようにする。 

 

【この学習段階における教師からの質問】 

 

 

 

 

・ 「遺伝子組み換え技術」を利用した研究にはどのようなものがあるか。そして，その研

究の成果や課題は何かについて，調べ学習を実施する。 

→ 「交配」による品種改良技術との違いをまとめ，それぞれの良さや課題を説明できる

ようにする。 

第
９
時 

課
題
解
決 

・調べ学習で得た情報を交換・共有したうえで，「『遺伝子組み換え技術』は必要か」とい

うテーマで話合い活動を実施する。 

 

 

【第２次の終末】 

〈課題把握〉の場面で実施した，３種類の納豆の問題を再度実施し，学習内容・学習活動

の観点から検討を行う。 

 

 

 

  

 

第
４
時 

課
題
解
決 

・パフォーマンス課題の実施 

 

 

 

【第１次の終末】（日常生活との関連付け） 

遺伝子の組み合わせを利用することで，どんなことができるか，学習したことを踏ま

え，自分なりに予測する。 

「遺伝子組み換え技術」でできた大豆，農薬使用の大豆，国内産有機大豆のそ

れぞれで生産した三種類の納豆があったとき，自分ならどの納豆を購入するか，

それぞれの特徴を基に選択し，選んだ理由について意見交換する 

もし，DNA の構造が変化してしまうことが起こったらどんなことが起こるか

を予測してみよう。 

遺伝子や DNAに関する研究における課題や問題点について，どのように対処・

克服していけばよいか，自分の考えをまとめる。 

 交配による品種改良で，コシヒカリの課題・問題点を克服する方法（具体策）

について，資料と学習内容を基に考える。 


